
申し込み　 問合わせ

母
ま
た
は
父
の
所
得
税
課
税
状
況
を

証
明
す
る
書
類
❷
本
市
に
本
籍
が
な

い
人
は
戸
籍
謄
本
❸
保
険
証
〈
重
度

心
身
障
害
者
・
高
齢
重
度
障
害
者
〉

❶
身
障
手
帳
（
１
級
・
２
級
）、
療
育

手
帳
（
Ａ
）、
年
金
証
書
（
障
害
年
金

１
級
）、特
別
児
童
扶
養
手
当（
１
級
）、

Ｉ
Ｑ
35
以
下
を
証
明
す
る
書
類
の

い
ず
れ
か
❷
保
険
証

国
民
健
康
保
険
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
５
３

立
地
適
正
化
計
画
の
市
民
説
明
会

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
、

本
市
で
は
将
来
を
見
据
え
た
持
続
性

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
市
民
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
❶
７
月
12
日
㈬
午
後
７
時
❷

７
月
14
日
㈮
午
後
７
時
❸
７
月
16
日

㈰
午
後
２
時
❹
７
月
18
日
㈫
午
後
７

時
❺
７
月
20
日
㈭
午
後
７
時

会
場
＝
❶
は
元
総
社
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
❷
は
南
橘
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
❸
は
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
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内
５
０
１
学
習
室
❹
は
上
川
淵
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
❺
は
大
胡
公
民

館
（
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

当
日
会
場
へ
直
接

市
街
地
整
備
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
４
６

一
人
親
家
庭
の
福
祉
証
が
更
新
に

　

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
福
祉
医

療
費
受
給
資
格
者
証
の
有
効
期
限
は

７
月
31
日
㈪
ま
で
で
す
。
ま
だ
更
新

手
続
き
を
し
て
い
な
い
人
は
、
７
月

中
に
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

更
新
手
続
き
後
、
引
き
続
き
受
給
資

格
の
あ
る
人
に
は
、
新
し
い
受
給
資

格
者
証
を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
子
ど
も
医
療
や
、
重
度
心
身

障
害
者
・
高
齢
重
度
障
害
者
は
、
今

回
更
新
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
内
容
変
更
と
喪
失
手
続
き

　

住
所
や
氏
名
、
加
入
す
る
医
療
保

険
な
ど
が
変
わ
っ
た
ら
、
14
日
以
内

に
届
け
出
を
。
ま
た
、
婚
姻
や
転
出

な
ど
で
受
給
資
格
が
無
く
な
る
と
き

は
、
受
給
資
格
者
証
を
持
参
し
喪
失

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
新
た
な
対
象
者
は
申
請
が
必
要

　

福
祉
医
療
費
支
給
制
度
の
申
請
は
、

市
役
所
国
民
健
康
保
険
課
か
大
胡
・

宮
城
・
粕
川
・
富
士
見
支
所
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
県
内
か

ら
の
転
入
で
前
住
所
地
で
も
福
祉
医

療
費
を
受
け
て
い
た
人
は
、
前
住
所

地
で
発
行
す
る
福
祉
医
療
費
受
給
資

格
者
証
交
付
状
況
証
明
書
も
必
要
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
物
＝
〈
子
ど
も
（
満

15
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
子
）〉
保
険
証
〈
母

子
・
父
子
家
庭
な
ど
（
満
18
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
子
と
母
ま
た
は
父
な
ど
）〉
❶

市
町
村
振
興
宝
く
じ
が
販
売
開
始

　

７
月
18
日
㈫
か
ら
８
月
10
日
㈭
ま

で
、「
市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
ミ
ニ
１
億
円
・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

プ
チ
１
０
０
万
円
）」
が
発
売
さ
れ

ま
す
。
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

賞
金
は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て

７
億
円
。
こ
の
収
益
金
は
市
町
村
の

ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

県
市
町
村
振
興
協
会

☎
０
２
７
‐
２
９
０
‐
１
３
５
０

区
画
整
理
審
議
会
が
補
欠
選
挙

　

二
中
地
区
（
第
三
）
土
地
区
画
整

理
審
議
会
委
員
の
補
欠
選
挙
を
行
い

ま
す
。
選
挙
期
日
は
９
月
24
日
㈰
、

選
挙
さ
れ
る
委
員
は
３
人
で
す
。
選

挙
人
名
簿
を
確
定
す
る
た
め
、
対
象

者
は
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
・
提
出
書
類
＝
❶
未
登
記
の
借

地
権
が
あ
る
人
は
、
７
月
25
日
㈫
ま

で
に
借
地
権
の
申
告
❷
共
有
の
所
有

権
（
借
地
権
）
が
あ
る
人
は
、
８
月

21
日
㈪
ま
で
に
代
表
者
選
任
通
知
❸

土
地
所
有
者
（
借
地
権
者
）
が
死
亡

し
て
い
る
土
地
の
相
続
人
は
８
月
21

日
ま
で
に
相
続
の
届
出
と
相
続
人
代

表
者
選
任
通
知

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
と
異
議
の
申
し

出
＝
８
月
８
日
㈫
～
21
日
㈪

立
候
補
届
の
受
け
付
け
＝
８
月
28
日

㈪
～
９
月
６
日
㈬
に
市
役
所
市
街
地

整
備
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９

６
２
）
へ
直
接

県
民
交
通
安
全
運
動
を
行
い
ま
す

　

７
月
11
日
㈫
か
ら
20
日
㈭
ま
で
、

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動
を
実
施
。

子
ど
も
と
高
齢
者
・
自
転
車
と
二
輪

車
の
交
通
事
故
防
止
や
、
飲
酒
運
転

根
絶
な
ど
の
た
め
、
交
通
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

交
通
政
策
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
６
３

浄
化
槽
は
適
正
に
管
理
し
て

　

浄
化
槽
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た

め
、
次
の
こ
と
を
守
り
浄
化
槽
の
適

正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

❶
ト
イ
レ
の
洗
浄
水
は
適
正
な
量

を
流
す
❷
便
器
の
清
掃
に
は
微
生
物

に
影
響
す
る
薬
剤
を
使
用
し
な
い
❸

ト
イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以

外
の
異
物
を
流
さ
な
い
❹
浄
化
槽
は

電
源
を
切
ら
ず
、
通
気
口
や
送
風
機

の
空
気
取
り
入
れ
口
を
ふ
さ
が
な
い

❺
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
は
い
つ
も
閉

め
て
お
き
、
上
に
物
を
置
か
な
い
❻

消
毒
剤
を
切
ら
さ
な
い
❼
台
所
か
ら

野
菜
く
ず
や
天
ぷ
ら
油
な
ど
を
流
さ

な
い
❽
工
業
排
水
や
雨
水
な
ど
を
流

入
さ
せ
な
い
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
の
使
用
者
（
浄
化

槽
管
理
者
）
に
は
、
次
の
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

法
定
義
務
＝
〈
保
守
点
検
〉
年
に
３

～
４
回
程
度
、
浄
化
槽
が
正
常
に
働

く
よ
う
に
点
検
や
装
置
の
調
整
な
ど

を
行
う
〈
清
掃
〉
年
に
１
回
以
上
、

浄
化
槽
内
に
た
ま
っ
た
汚
泥
の
引
き

抜
き
や
装
置
の
洗
浄
を
行
う
〈
法
定

検
査
〉
毎
年
１
回
、
放
流
水
質
や
維

持
管
理
状
況
な
ど
が
適
正
で
あ
る
か

ど
う
か
の
検
査
を
行
う

●
法
定
検
査

　

保
守
点
検
や
清
掃
を
行
っ
て
い
て

も
、
必
ず
受
検
が
必
要
で
す
。
浄
化

槽
の
規
模
が
50
人
槽
以
下
の
場
合
、

費
用
５
，
１
２
０
円
で
保
守
点
検
を

委
託
し
て
い
る
業
者
に
依
頼
し
て
検

査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
必
ず
毎
年
受

け
て
く
だ
さ
い
。

西
部
清
掃
事
務
所

☎
０
２
７
‐
２
５
３
‐
１
０
０
９

（
法
定
検
査
に
つ
い
て
は
県
環
境
検

査
事
業
団
☎
０
２
７
‐
２
８
０
‐
５

２
２
２
）

７
月
中
旬
に
介
護
保
険
料
を
通
知

　

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
本
年

度
の
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
と

納
付
書
を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

介
護
保
険
室

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
５
９

介
護
保
険
負
担
割
合
証
が
更
新
に

　

有
効
な
認
定
を
持
つ
全
て
の
被
保

険
者
（
８
月
１
日
現
在
）
に
、
介
護

保
険
負
担
割
合
証
を
７
月
中
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
８
月
以
降
に
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
際
は
、
被
保
険
者

証
と
こ
の
負
担
割
合
証
を
一
緒
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
室

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
５
７

長
寿
の
祝
い
金
を
贈
呈
し
ま
す

　

敬
老
の
日
前
後
に
、
傘
寿
・
米
寿
・

百
寿
の
人
に
、
敬
老
祝
金
を
交
付
し

ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
。

自
治
会
を
通
じ
て
届
け
ま
す
。

対
象
年
齢
・
支
給
額
＝〈
80
歳
・
88
歳
〉

１
万
円
〈
１
０
０
歳
〉
10
万
円

介
護
高
齢
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
３
４

く
ら
し
の
情
報

元
気
21
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
　10
時
00
分
〜
19
時
00
分

本
庁
・
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

窓　　口
業務時間

申し込み 　 問い合わせ

お
知
ら
せ

古代の生活に思いをはせる

　古
つ

墳
か

の語り部による大室古墳群や民家
園案内と、夏休みに古代の生活を体験す
る「考古学教室 」を開催します。
●　語り部と巡る大室古墳群
日時＝7月8日㈯午前9時30分～11時
集合場所＝大室公園内民家園
申し込み＝当日集合場所へ直接
●　考古学教室
日時＝〈はにわ・どぐうつくり 〉7月27
日㈭・28日㈮〈かがみつくり〉8月3日㈭・
4日㈮〈まがたまつくり 〉8月10日㈭・
11日㈮〈プラバンつくり 〉8月24日㈭・
25日㈮、午前9時～11時30分
会場＝総社歴史資料館
対象＝小3～小6、先着各20人
申し込み＝７月７日㈮から文化財保護課
☎027-280-6511へ

納付困難時の国民年金免除申請

　保険料納付が困難なときに、納付免
除や納付猶予になる制度があります。
本人か同一世帯の人からの申請が必
要。保険料の納付期限から2年を経過
していないものもさかのぼって申請
できます。また、現在保険料の免除な
どの承認を受けていて、継続申請して
いない人は、市役所市民課か各支所へ
申請してください。
種類＝〈免除申請 〉本人や配偶者、世
帯主の前年所得に応じて保険料を免
除〈納付猶予申請 〉学生でない50歳
未満の人で、本人や配偶者の前年所得
が一定額以下の場合に納付猶予〈学生
納付特例申請 〉学生で本人の前年所得
が一定額以下の場合に納付猶予

市民課 ☎027-898-6254
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